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② 実施 （Do）

③ 振り返り（Check）

④ 改善（Ａｃｔｉｏｎ）

2025年度

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

令和７年度からは事業名称を「西之表市がん患者アピアランスケア支援事業」に改め、現行の医療

用ウィッグ等の購入費助成に加え、乳房（胸部）補整具の購入費助成を行うことから、市民への広

報が必要となる。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

・がん患者の外見の変化による心理的負担を軽減し、就労や社会参加を応援するための事業として

たいへん有意義である。今や２人に１人はがんにかかるといわれる時代、がん患者の思いをしっか

り汲み取り寄り添っていきたい。

・令和７年度は、乳房補整具の購入費の一部助成にも取り組み事業を拡大する。

令和７年度から乳房補整具の購入費の一部助成にも取り組み事業を拡大することから、市民へ広く

広報を行い、必要とする者へ正しく助成が行き届くように事業を実施する。
方向性

事業の意図 がん患者の経済的負担を軽減し、治療と就労等との両立を支援する。

事業の実績

と成果

取組内容 令和６年度からの事業開始に伴い、市ホームページにて事業内容等の広報を行った。

成 果 令和６年度の利用者は３人で、支援の必要な方に対応することができた。

事業名 がん患者ウィッグ購入費助成事業 総事業費 60 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 健康づくりの推進

基本事業名 健康づくり推進体制の充実
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2025年度

長期振興計画

の位置づけ

施策名 健康づくりの推進

基本事業名 健康づくり推進体制の充実

事業名 予防接種事業【Ｒ5年度再編交付金事業基金】 総事業費 13,755 千円

事業の意図 インフルエンザワクチン予防接種負担金の軽減を行うことで、住民の健康保持と健康の向上に寄与する。

事業の実績

と成果

取組内容
熊毛地区医師会及び実施医療機関への説明、市民への周知（すこやかだより、教育機関へのチラシ配布、

ホームページや防災無線での広報）、定期接種の対象者（65歳以上）へ予診票の送付を実施した。

成 果

・生後6カ月から12歳までの任意接種：接種人数678人、接種率26.4％

・13歳から64歳までの任意接種：接種人数1,655人、接種率23.2％

・65歳以上の定期接種：接種人数2,305人、接種率40.7％

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
市内医療機関が少ないため、熊毛地区医師会等と協力し、接種体制の確保を行う必要がある。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

・インフルエンザの発症予防や重症化予防、さらには合併症の発症予防対策としても効果が期待されている。

・ワクチンの接種費用については、令和６年度から１回あたり3,000円を助成することで、市内で接種する場合実質

的な自己負担は生じない。財源は、再編交付金を活用する。

実施医療機関との事前調整の上で接種勧奨の推進を図る。方向性


